
復興に向けた学校教育への
教育委員会の取り組み

いわき市教育委員会 学校教育課

未来をつくる
いわきの学校教育ＡＢＣプラン



学校教育の約束(平成24～27年度)

夢に向かって

チャレンジする

子どもをはぐくみます。

Ａ Ｂ Ｃ

学校教育の約束(平成24～27年度)

＜今だからこそできること＞

様々な体験活動・学習支援活動を推進します

Ａ Ａctivity



学校教育の約束(平成24～27年度)

＜今、そしてこれからも大切にしていくこと＞

教育の「土台」の部分をより一層充実させます

ＢaseＢ

学校教育の約束(平成24～27年度)

＜今だからこそしなければならないこと＞

子どもたちの命を大切にする

取り組みを強化します

ＣareＣ



事例の紹介

災害対応体験型学習プログラム

英語と音楽教育の体験事業

(YOUNG AMERICANS)

生徒会長サミット事業

Ａ Ａctivity

災害対応体験型学習プログラム

中央台南小 四倉小 大野二小

久之浜二小 御厩小 高坂小

宮小 高野小 小名浜三小 鹿島小

永崎小 磐崎小 錦東小 川部小

勿来三小 大野中 江名中

復興教育支援事業 ＮＰＯ団体ＰＡＶＬＩＣ



災害対応体験型学習プログラム

ねらいと内容

自助力 共助力

他者への思いやりの心
コミュニケーション能力
ネットワークを形成する力

災害対応体験型学習プログラム

ねらいと内容



災害対応体験型学習プログラム

先生方の声

・ 震災を風化させないことにつながる。
・ 通常の避難訓練では取り上げない
「共助力」を学べた。

・ 日常の子どもたちの人間関係づくり
にも効果があった。いじめの防止にも
効果があると思われる。

・ 言葉で指導している｢助け合い｣｢絆｣
が「体験」を通して身についた。

災害対応体験型学習プログラム

先生方の声

・ 毎年どの子も受けられると良い。

・ 非常時の具体的な場面想定も考えた
い。



The Young Americans 東北プロジェクト
～次代のいわきを担う子どもの育成を目指して～

・ １９６２年、「若者の素晴らし

さを音楽によって伝えよう」

と設立された非営利団体

・ 音楽公演と教育が活動の二本柱

・ １７～２５歳の若者、約３００名で構成

・ 毎年約４，０００名がオーディションを受け、１００名

程度が入団。１年間の研修後、正式にYAとなる。

ヤングアメリカンズとは

The Young Americans 東北プロジェクト



The Young Americans 東北プロジェクト

ワークショップスケジュールプラン

The Young Americans 東北プロジェクト

ワークショップの目的

Self Worth
一人ひとりが人と違った個性を持っていることを認識し、自信を獲得する

Respect for Others
自分と違った感じ方をする
人の大切さを学ぶ

Team Work
みんなで一つのことを真剣に
やる遂げることの素晴らしさを学ぶ

Performing Art
感じたことを恥ずかしがらずに
表現することを学ぶ

International
文化交流・語学への
モチベーションの喚起



・ ２００６年に「ＮＰＯ法人じぶん未来クラブ」が

日本へ 招致

・ 都市部のホールで２００名程

度を募集して行う地域開催と

企業の社員や私立学校の生

徒を対象に行う法人開催

・ ２０１１年６月に東北支援プロジェクトスタート

The Young Americans 東北プロジェクト

ヤングアメリカンズが日本へ

The Young Americans 東北プロジェクト

東北支援プロジェクトとして

２０１２年 ２月６日～２月８日

【久之浜第一小学校】


